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 校長室の壁に「道」というタイトルの詩が貼られています。どの校長先生が貼られたの

か、いつごろから貼られてあるのか、まったくわかりません。作者も書かれていませんの

で、インターネットで検索してみたところ、松下幸之助さんが書かれたものだということ

がわかりました。松下幸之助さんは、1894年生まれの実業家・発明家です。松下電器産業（現在のパナソニック）の創

業者で、「経営の神様」とも呼ばれています。また、著述家としても知られ、倫理教育や出版業にも進出しました。さらに

1980年に開いた「松下政経塾」は著名な政治家を多数輩出しました。1989年、94歳で亡くなりましたが、現在もそ

の考え方は多くの人たちに刺激を与えています。その詩を皆さんにも紹介したいと思います。 

 「道」をテーマにした詩は他にもた

くさんあります。それらには、私たち

が何かで迷ったり悩んだりしたとき

に、進むべき方向を示してくれるもの

が数多くあります。冬休みに、自分の

今の心境にあった詩を探してみてく

ださい。もしかすると一生の伴となる

詩に巡り合えるかもしれません。 

 

感染症対策と免疫力アップに 

「ねこのしっぽ」 
ね：ねる・睡眠をしっかりとる 

こ：こまめに手を洗う 

の：飲み物・水分補給 

し：食事・三食しっかり食べる 

つ：強い体・適度な運動を 

ぽ：ポジティブな明るい気持ちで 

感染症対策についてのお願い 

（油断せず引き続きご協力ください） 

・各家庭において検温と体調チェッ

クを行い、発熱や咳、倦怠感がある

など体調不良時は登校させないよ

うお願いします。「健康チェック表」

の記入確認もお願いします。 

・同居のご家族の皆様も、毎日の体調

確認に取り組んでいただくととも

に、心配な症状がある場合には生徒

の登校についてもご配慮ください。 

・生徒本人や同居のご家族が濃厚接

触者に指定されたり、PCR 検査を

受けることになったときには、学校

に連絡をお願いします。年末年始も

含め休日は甲斐市役所（055-

276-2111）に、学校に緊急の連

絡を取りたい」と伝え、学校名・学

年・氏名・連絡先の電話番号のみ伝

えてください。 

 どうぞ良い年をお迎えください。 
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